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2026年11月９日 

 

各位 

会社名 大黒屋ホールディングス株式会社    

代表者名 代表取締役社長   島野 勝広 

（コード番号 6993東証スタンダード市場） 

問合せ先 管理部マネージャー 今長 岳志 

(TEL. 03-6451-4300) 

 

 

 

当社連結子会社の株式会社大黒屋における財務上の特約が付された 

金銭消費貸借契約に基づく資金の借入れに関するお知らせ 

 

当社連結子会社の株式会社大黒屋（本社：東京都港区港南４丁目１番８号 代表取

締役社長 島野勝広 以下「大黒屋」といいます。）における取締役会にて、合同会

社広大（本社：東京都千代田区千代田区丸の内一丁目４番１号 東京共同会計事務所

内  代表社員 島野勝広 以下「広大」といいます。）の、合同会社Ｓバンク（本

社：東京都千代田区大手町一丁目２番１号 代表社員 一般社団法人ルビィホールデ

ィングス 職務執行者 和田芳幸 以下「Ｓバンク」といいます。）が保有する当社

のすべての普通株式についての公開買付けが成立することを停止条件として、現在

の融資の継続につきまして本日決議しましたので、以下のとおりお知らせいたしま

す。 

 

１．子会社の概要 

(1)名称 株式会社大黒屋 

(2)所在地 東京都港区港南四丁目１番８号 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 島野 勝広 

(4)事業内容 古物商、質屋業 

(5)資本金 318,095千円 

 

２．経緯 

当社が2026年11月９日「合同会社広大による当社株式に対する公開買付け

（上場維持前提のMBOの実施）に関する意見表明並びに資本業務提携契約の解消

及び業務提携契約の締結のお知らせ」で公表したとおり、次の状況となってお

ります。 
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① 広大が当社の普通株式の公開買付け（以下「本公開買付け」といいま

す。）を行うことを表明しました。また当社の親会社であるＳバンクは、保

有する当社株式のすべて（485,055,672株、64.38％）について、応募するこ

とに広大と合意いたしました。 

当社も本公開買付に賛同の意を表明しております。 

    ② 本公開買付けに、Ｓバンクが保有するすべての当社株式について応募する

ことに伴い、その成立を停止条件として、当社、株式会社キーストーン・パ

ートナース（本社：東京都千代田区大手町一丁目２番１号 代表取締役 堤

智章、小山聡 以下「キーストーン・パートナース」といいます。）及びＳ

バンクは、2025年10月31日に締結した資本業務提携契約を解消することに合

意いたしました。 

③ ①②に伴い、当社、キーストーン・パートナース及びトパーズ・リージョ 

ナル・パートナーズ株式会社（本社：東京都千代田区有楽町１丁目７番１号 

有楽町電気ビルヂング北館８階 代表取締役 森 直樹）は、当社の経営管理

体制の構築、運用支援等を内容とする業務提携契約を締結いたしました。 

 

以上のような状況の変化に伴い、連結子会社である大黒屋が、借入先の金融

機関との交渉の結果、2026年11月９日付で、次のとおり合意しました。 

(1)停止条件 

Ｓバンクのすべての保有株について、広大の公開買付けが成立すること 

(2)合意内容 

2025年12月10日に契約締結した金銭消費貸借契約上の「本SPC」について

は、Ｓバンクから広大を意味すること等に変更した上で、「３ 本借入れ

の概要」で示す資金の借入れを継続すること 

 

３．本借入れの概要 

契約形態 コミットメントライン貸付 

設定する資金調達枠 3,500百万円 

契約締結日 2025年12月10日 

借入日 2025年12月11日 

借入先 東京スター銀行、りそな銀行 

債務の元本 3,500百万円 

適用利率（①＋②） 3.60164% 

①基準金利  1.35164% 

②スプレッド 2.25000% 

弁済期限 引出可能期限を2027年12月11日とし、各貸付の個別期

限は実行日の翌月15日 

資金使途 原契約の借換え 

担保の内容 商品、債権 
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４．財務上の特約の内容 

① 2027年３月期(2027年３月期を含む。）以降の各３月期末（直近12か月）及

び2027年９月期(2027年９月期を含む。）以降の各９月期末（直近12か月）に

おける大黒屋の単体ベースでの経常損益が赤字とならないこと 

② 2027年３月期（2027年３月期を含む。）以降の各決算期末における大黒屋の単体 

ベースでの純資産の部の金額が、直前の決算期末における大黒屋の単体ベースで

の純資産の部の金額の75％以上であること 

 

５．今後の見通し 

現時点では、当社の業績への具体的な影響額については未定です。今後公表すべ

き事項が生じた場合は、速やかにお知らせいたします。 

 

以上 


